
2018 年度(平成 30 年度) 事業報告 

 

京都私学振興会は、昭和 38（1963）年に設立して以来、半世紀以上の永きに亘って京

都府内の私学の振興と教職員の福利向上のため多大の貢献を果たしてまいりました。 

平成 30 年度も、年度当初に定めた事業計画に基づき、下記の諸事業を遂行して私学の

振興発展に寄与しました。 

 
 

事業の状況 

 
 

〔1〕私学教育充実助成金交付事業 

私学関係団体の事業活動を資金面より支援する私学教育充実助成金交付事業は、私

学教育の充実を目的とする当振興会にとって最も重要な事業です。 

平成 30 年度も各私学関係団体より提出された事業計画に沿って、下記の諸団体に

総額 1 億 720 万円の助成を行いました。 

京都府私立幼稚園連盟          34,400,000 円 

京都私立小学校連合会                   4,000,000 円 

      京都府私立中学高等学校連合会      43,000,000 円 

京都府私立中学高等学校経営者協会     4,900,000 円 

京都府私立中学高等学校保護者会連合会   3,400,000 円 

京都府専修学校各種学校協会       17,500,000 円 

                合計       107,200,000 円 

 

 

〔2〕顕彰奨学金事業 

顕彰奨学金制度は、平成 18 年に創設して当年度をもって 13 年目を迎えました。こ

の間、多くの教員・クラブ・生徒・団体等に、京都私学振興会賞を授賞し、奨学金を

給付して、府内の私立学校の教育・文化芸術・スポーツの振興に多大の貢献を果たし

てまいりました。 

平成 30 年度は 6 月 17 日（日）に第 13 回授賞式を開催して、優れた教育成果を挙

げた教員 2 名、特色ある教育計画を実践した学校４校、全国大会で優勝するなど顕著

な成果を挙げた 7 クラブと 22 選手に私学振興会賞を授賞しました。併せて幼児教育

の発展に多大の貢献をされた寿光学園理事長の大橋通夫先生に特別賞を、陸上 100m

走で日本人初の 9 秒台を記録した洛南高校出身の桐生祥秀氏に小野山利雄賞を授賞し

ました。 

受賞者名等は、後掲の「私学振興事業―顕彰奨学金事業」に記載のとおりです。 

 

 

〔3〕私学広報 

私学を巡る環境が年々厳しくなる中、当振興会は「がんばる私学」を応援する公益

法人として、私学の活躍を広く京都府民知って頂くための広報活動を行っています。 

平成 30 年度は、私立中学高等学校の写真集「鴨の清流」と、一昨年にラジオ放送を

した各私学の校長先生のコメントを編集した「叡智の詩」を刊行して、各学校・関係

官庁等の関係者に配布しました。 

広報の詳細は、後掲の「私学振興事業―私学広報」に記載のとおりです。  



 

 

〔4〕会館事業 

京都私学会館は、私学関係団体の事業活動の拠点として、また私学関係者の教育研

修活動の場として設立された会館で、私学関係団体に事務室を貸与すると共に、私学

関係者の会議・研修・講演会等の用に供しています。 

近年は隣接地にホテル建設が続いたため、会議室の貸与を控えていましたが、平成

30 年度に入ってようやく各ホテルが竣工しましたので、一般企業等の会議室貸与を再

開しました。 

幸い、当会館の立地条件のよさや充実した施設・設備、美しい内装外観にご好評を

頂き、リピーター・新規予約が増加して、貸室料収入は前年度比 44％アップとなりま

した。 

会館の利用状況の詳細は、後掲の「私学会館事業及び貸会議室事業」に記載のとお

りです。 

 

 

〔5〕教職員福利厚生事業 

教職員の福利厚生事業は、私学教育の充実のため極めて重要な事業です。当振興会

は『京都私学互助会』を組織して私学に勤務する教職員及びその家族に対する福利厚

生事業を行っています。 

平成 30 年度も医療・慶弔の給付事業、厚生文化事業、貸付事業等の諸事業を積極

的に推進しました。 

教職員福利厚生事業の詳細は、後掲の「教職員福利厚生事業」に記載のとおりです。 

 

 

〔6〕公益法人立入検査 

公益法人は、概ね 3 年に一度監督官庁(京都府総務部政策法務課)によって立入検査

が行われます。 

今回は、平成 30 年 8 月 2 日に公益財団法人認可後、第 2 回の立入検査として、同

政策法務課より 3 名の担当官が来訪され、午後 1 時 30 分より午後５時 30 分にわた

って、公益事業が適正に実施されているか等について関係書類の照合や質問が行われ、

検査の結果、特に問題もなく終了しました。 

 

 

〔7〕情報の公開 

公益法人は、業務運営の透明化と適正化を図るため諸情報の公開が要求されていま

す。 

当振興会では、公益法人に関する法律に基づき、定款・役員等報酬規程・役員名簿・

予算・決算書等の書類を事務所に備えて開示するとともに、インターネット上に京都

私学振興会と京都私学会館の 2 サイトのホームページを設けて、充実した情報を広く

公開しています。 

京都私学振興会      http://www.kyt-shigakushinkoukai.jp  

京都私学会館       http://www.kyt-shigakukaikan.or.jp 

 

 

〔8〕理事会等の開催・役員等名簿 

理事会・評議員会・各委員会の開催状況、その他当振興会の会務の状況、及び理事・

監事・評議員・各委員会等の名簿は、後掲の「会議等に関する事項」「役員等名簿」に

記載のとおりです。 

http://www.kyt-shigakushinkoukai.jp/
http://www.kyt-shigakukaikan.or.jp/

